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○「どちらが環境にやさしいのか」の判断に迷うような題材を選び，私たち人間の生活
が環境に与えている様々な影響について調べ，発表する。

ねらい
・私たち人間の生活が環境に与えている様々な影響について，関心をもたせる。
・学習活動を通して，自分たちの生活を振り返らせる。

教科に見る活用場面
・中学校　　理科（第３学年）　　　　「科学技術と人間」「自然と人間」
・高等学校　理科（科学と人間生活）　「これからの科学と人間生活」

活動の内容
（1）「布おむつと紙おむつ」について，「どちらが環境にやさしいか」を考える。

・	布おむつと紙おむつについて，環境に対する影響に関わる内容と生活満足度に関わる内容を中心に
ワークシートに考えをまとめる。

・様々な視点から，環境への負荷を考えることの必要性を確認する。

（2）題材を設定し，「どちらが環境にやさしいか」を調べ，説得力のある説明ができるようにする。
・それぞれの長所と短所を調べさせ，その後でグループで検討して，どちらが環境にやさしいかを考え

る。

（3）「どちらが環境にやさしいか」発表会を行う。
・発表については，聞いている人に予想させたり，根拠について発表させたりするなど，参加型にする

方法もある。

（4）今回の学習を振り返る。
・様々な視点から見ることの重要性を学ぶとともに，自分の生活の仕方を振り返る。

※関連プログラムとして，「食品の選び方を考えよう」（p.197），「『グリーンコンシューマー』って何？」
（p.210）がある。

どちらが環境にやさしいか
時　期
時　間
場　所

いつでも
３～４時間程度
教　室

「どちらが環境に優しいか」の題材例
○エアコンと石油ファンヒーター	 ○電気ストーブと石油ストーブ
○スチール缶とアルミ缶	 ○アルミ缶と瓶
○アルミ缶とＰＥＴボトル	 ○シャワーだけを使う場合と湯船に入る場合
○ガソリン車とディーゼル車	 ○飛行機と新幹線
○電子資料（ペーパーレス）と紙資料	 ○E-mail通信とFAX通信
○FAXと郵便	 ○新聞の情報とインターネットの情報
○電話で1時間会話する場合と実際に会って１０分間会話する場合
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活用ガイド
○指導上の工夫・留意点

　「どちらが環境にやさしいか」については，どこまでの影響を考えるかによって複雑になり，結論が
出ないものが多い。条件によって結果が変わるものもあれば，結果がはっきりしないものも出てくる。
ここでは，生徒に我々の生活が，環境の様々なものに影響を与えていることを自覚させることを目的と
しているので，生徒の意見を認めながら学習を進めていく。課題の設定については，比較的容易なもの
から，難易度の高いものまであるので，指導者の適切な助言が必要である。インターネットで調べると，
掲載者の見解が出ているものもあるが，それが本当に正しい見解かを考えさせたい。
　課題の解決の仕方には大きく二つあると考える。
　一つは，二酸化炭素の発生量や，消費電力量，費用などに置き換えるものである。例えば，どちらも
電気を使うものを課題として選べば，消費電力を調べることで比較することは容易になる。また，水の
使用量で比較することも容易である。例えば，シャワーとお風呂の比較では，○○人まではシャワーの
方が安いが，○○人からはお風呂の方が安くなるなど，条件を設定して比べることで，興味深いデータ
になることが予想される。
　もう一つは，メリットとデメリットを列挙し，現在の環境の問題点を材料にして生徒自身が判断する
ものである。これらは，課題として調べたものが様々な環境負荷を与えていることを調べ，便利さと環
境に与える影響を整理して結論を下す。学校または日本の環境を考えた場合に，優先して考えなくては
ならないと生徒が判断して結論を導き出すことが大切である。また，この方法では単純に中学生や高校
生が簡単に比較できないこともあるので，メリットとデメリットを列挙した後で，何らかの文献等を根
拠とすることも考えられる。この場合，文献やデータを提示している会社などが生産活動をする上で有
利になるデータだけを提示している可能性があることも生徒に考えさせるべきである。
　いずれにしても，出した結論が必ずしも正しいとは言えないので，結論を盲信することのないよう強
調しておきたい。

○「どちらが環境にやさしいか」を考える上での視点
・温暖化への影響　　エネルギー消費量（＝CO2発生量）から評価　・水の使用量
・電力量　・発熱量　・天然資源の消費量，及び廃棄量　　・水質汚濁への影響
・土壌汚染への影響　・自然生態系の破壊の度合い　　・オゾン層の破壊の度合い
・大気汚染への影響　など

○ライフサイクルアセスメント（LCA）
　その製品に関する資源の採取から製造，使用，廃棄，輸送など全ての段階を通して環境影響を定量
的，客観的に評価する手法であり，ＬＣＡと略称される。
　これまでの環境負荷評価は，製品の使用や廃棄に伴う有害物質の排出の有無，処理の容易性等一定
のプロセスだけを評価範囲としたものが多かったため，全体としては環境への負荷の低減には寄与し
ない製品が生産されてしまう可能性がある。
　そこで製品の原料採取，製造，流通の段階も含めて環境への負荷を評価することにより，経済社会
活動そのものを環境への負荷の少ないものに変革しようとする手法が考えられた。平成５年に制定さ
れた環境基本法においても「環境への負荷の低減に資する製品等の利用の促進」が規定されている。
また，ＬＣＡについては国際標準化機構（ISO）においても国際標準化が行われており，ISO14040は
ＬＣＡの一般原則，14041，14048及び14049はインベントリー分析，14042は影響評価，14043は解釈
に関する規格となっている。
出典：「環境用語集」EICネット　　http://www.eic.or.jp/ecoterm/
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○紙おむつと布おむつはどちらが環境にやさしいか
　現在，社会の変化に伴い育児を取り巻く環境は大きく変化している。乳幼児を育てる家庭の約９割が，
紙おむつだけ，または紙おむつと布おむつの併用をしているともいわれている状況である。
　一般に，紙おむつは，吸水性がよく，漏れにくいため，おむつを交換する回数も少なくてすみ，さら
に洗濯にかかる手間や時間を節約できるなど，親にとってのメリットが大きいと考えられている。一方，
布おむつは，お尻がかぶれにくい，おむつがとれるのが早いなどと言われており，何より一度用意すれ
ば，洗濯することで何度も使うことができるため経済的であり，ゴミが出ないため環境にもやさしいと
考えられている。
　1980年代に，アメリカの紙おむつ会社はおむつに関するＬＣＡを行い，厳密な比較は難しいものの，
洗剤や水を使わない紙おむつは，布おむつと同じぐらいの環境への負荷であるとの調査結果を発表した。
この当時も賛否両論あり物議を醸したのであるが，2005年英国環境庁が布おむつと紙おむつの環境負荷
を比較した調査を発表したときには，さらに大きな波紋を呼んだ。英国の大手テレビ局によると，この
調査の結論は布おむつも紙おむつも環境に与える影響は大差ないというものであった。この調査は，利
害のない大手環境コンサルティング会社に委託して実施された。第三者機関（スウェーデンの会社）の
レビューも存在し，報告書は209ページに上る。環境負荷として調査の対象になったのは，「枯渇性資源
の消費」「酸性化」「富栄養化」「地球温暖化」「オゾン層破壊」「光化学的酸化」「対人毒性」「生体毒性」
などであった。この調査ではおむつの原材料の製造からおむつの縫製や成型，小売店までの輸送，小売
店でのエネルギー使用，小売店から家庭への輸送，家庭での使用，廃棄に至るまでが計算の対象になっ
ている。
　この調査報告書では，トータルの環境負荷は大きく変わらないが，環境負荷を与えているライフサイ
クルの段階は異なるということである。つまり，紙おむつは原材料生産や構成部品の製造，布おむつは
家庭での洗濯･乾燥の際の電気使用が主な環境負荷になっているという。
　この発表があってからも賛否両論あり，決着はつかない。しかし，どちらが環境に対してやさしいの
かということを考える過程で，人間が生活していく中での様々なものが環境に影響を与えていることを
知ることは重要である。今回の課題では，自分で課題を設定し，調査したりインターネットで調べたり
しながら一応の結論は出すのであるが，様々な観点から考えて，どれほど多くのことが環境に影響を与
えているのかを考えてみよう。

○活動にあたって参考となる文献やＷｅｂサイト
・「EICNET ECOLIFE エコナビ　エコライフガイド」　EICネット
　　http://econavi.eic.or.jp/lib/ecolife/
・「ＬＣＡお役立ち情報　CREST 安井チームホームページ」　CREST安井チーム
　　http://www.yasuienv.net/CREST/lca-thinking/useful/lca_index01.htm

プログラムの作成において参考とした文献
○永野孝一他
　「ライフサイクルアセスメントに関する基礎的研究 －紙おむつと布おむつの比較と環境意義－」（1994）
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○ワークシートのまとめ方（例）
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ワークシート
どちらが環境にやさしいか
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